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●久久久久しぶりのしぶりのしぶりのしぶりの景気景気景気景気のののの底離底離底離底離れれれれ  

 「中小企業家しんぶん」の１１月５日号では、中同協の全国の景況調査結果（七～九月

期）について、「底離れするも自立力弱く鈍い改善」という評価が載っていました。景気

に対する見方が改善されている一方で、依然として経営環境には厳しいものが見られると

いう評価です。それでは、大阪についてはどうなっているのでしょうか。  

 前期（四～六月期）と比較した業況判断、売上高、経常利益のＤＩ値（好転・増加から

悪化・減少の％値を引いたもの）はそれぞれ大きく好転し、▲３（前期▲２２）、▲３（同

▲１３）、▲１３（同▲２１）となっています。昨年同期に比べてもそれぞれ▲３（同２

１）、０（同▲２２）、▲１０（同▲２４）となっており、この七～九月期には景気の回

復基調が見られていることは確かです。  

 また、十～十二月期の見通しについては、久しぶりに業況判断でＤＩ値がプラスに転じ

（前期▲２２→７）、売上高でもプラスになっています（前期▲９→１）。  

 こうした状況を反映して、雇用面でも不足と答える企業が過剰を上回っています（人手

が過剰から不足の％値を引いたＤＩ値は前期一四→今期▲７）。また、設備投資について

も今後行う計画がある企業が増えてきています。前回の景況調査では、七～九月期の実施

計画が２４％、十～十二月期が１４％だったのですが、今回は七～九月期実施が２８％、

今後については十～十二月期が３３％、一～三月期が３０％となっています。設備投資に

対して慎重ながらも着実に増加していることは注目に値します。しかし、中同協の分析に

あるように、企業規模別に見ると、設備投資の今後の計画に差があり、その差が拡大して

いる点には注意が必要です。  

   

●売上高売上高売上高売上高ほどにはほどにはほどにはほどには伸伸伸伸びないびないびないびない利益利益利益利益  

 今期の経常利益ＤＩ値（黒字から赤字の％値を引いたもの）は、２５と前期（８）を大

きく上回っています。しかし、一方で、対前期比でのＤＩ値で経常利益が最も悪いことに

示されているように、利益については評価が厳しくなっています。十～十二月期について

も業況判断、売上高はプラスに転じているものの、利益はまだマイナスのままです（▲５）。

この点を少し詳しく見てみましょう。  

 経常利益の好転理由で前期と比較して増えているのが、「売上単価･客単価の上昇」（前

期１７％→今期２９％）、「金利負担の低下」（０→１０％）、「本業以外の部門の収益

好転」（４％→１９％）です。一方、低下したのが「売上数量･客数の増加」（８７％→７

６％）、「原材料費･商品仕入額低下」（４％→０％）です。  

 経常利益の悪化理由については「売上単価･客単価の低下」（５７％→７３％）、「人件

費の上昇」（４％→２３％）の増加が目立っており、下がっているのは「売上数量･客数の



減少」（８０％→７０％）、「原材料費･商品仕入額上昇」（１３％→３％）です。  

 ここに見られるように、売上数量･客数の利益に対する影響は当然最も大きいのですが、

その比率は低下し、逆に影響が増加しているのが売上単価･客単価です。売上･客単価に関

するＤＩ値（上昇から下降の％値を引いたもの）は、前年同期で▲４１で、四～六月期（▲

５０）と比べると下がっているものの依然高い数字を示しています。来期についても▲３

４となっています。また、仕入単価については逆に前期１だったのが、今期は３とわずか

ながら上昇し、来期も四とほぼ同じ状況が続く見通しになっています。  

 売上･客単価がデフレ状況の中で低下傾向あるいは固定化されてしまい、売上が増えても

それが利益に反映しにくい状況が見られていることについては注意が必要です。また、仕

入価格も鋼材のように昨年と比べ大きく上昇しているものもあります。この点についても、

注意してみていく必要があります。 

 

●金利金利金利金利のののの動向動向動向動向はははは？？？？  

 資金繰りについては、ＤＩ値が大きく改善されています（余裕有から窮屈の％値を引い

たもの、前期▲７→今期２０）。なお、中同協の分析では、業種によって資金繰りの動向

が異なり、流通･商業では改善されているものの、他の業種では悪化しているとしています。

地域的に見ても大阪だけが著しく改善を見せていますが、その理由は明確ではありません。

一つの理由として、借入金が前年同期と比べて減少している企業が増えてきているという

ことはあるようです（借入金増加から減少の％値を引いたＤＩ値は前期▲１４→今期▲２

２）。  

 金利については、長期ではあまり変化がありませんが、短期では低下しているという企

業が増えています（短期金利上昇から低下の％値を引いたＤＩ値が前期９→今期▲３）。

ただし、借入の難しさについては前期とそれほど大きな変化はなく、ＤＩ値（借入困難か

ら容易の％値を引いたもの）は、長期▲１８、短期▲１９となっています。  

 

●経営上経営上経営上経営上のののの問題点問題点問題点問題点  

 経営上の力点では、「新規受注の確保」が最も多く、その他もほぼ前回と同じになって

います。また、問題点も「同業者間の価格競争の激化」「民間需要の停滞」「販売先から

の値下げ要請」が多いなど、前回と同じ状況を示しています。  

 今回の調査結果を見る限り、二〇〇四年の経済状況は改善が期待されそうですが、一方

で売上が増えても利益に結びつきにくい状況があることも重視されなければなりません。

景気動向もまだ懸念材料が多く残されているなかで、いかに高収益体質の事業を進めてい

くのかが、今後の課題となりそうです。  

 







 


